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ご相談はお気軽に

　元旦に発生した能登半島地震で甚大な被害を受けられた方々に心よ
りお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興をご祈念
申し上げます。神戸市も2025年１月には阪神淡路大震災から30年の
節目を迎えます。壊滅的になった神戸の街を市民が心を一つにして復
興を成し遂げました。この経験とノウハウを被災地に発信しながら、
復興に向けて貢献しなければならないと考えています。

令和6年第1回定例市会（2月議会）開会中（2/15 ～ 3/26）

　昨年の12月25日、こうべ未来市会議員団から久元市長に令和６年度神戸市当初予算に
対する要望を行いました。人口減少と高齢化が進む中、新しい社会モデルとなる神戸のま
ちを構築する必要があり、今こそ新たな投資をするべき時期であると考えます。神戸の未
来のために、そして市民のより豊かな暮らしを実現するために、「未来への人づくり」「未
来へのまちづくり」の視点で、市の財源を活かした積極的な投資を求めるともに、未来
の宝物である子どもたちが主役のまちをつくること、また、障がいや高齢によるハンディ
キャップがあっても、誰もが自分らしく生きていけるような重層的な支援を構築すること
など、人にやさしい施策の実現を求めました。

久元市長に予算要望

久元市長
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　さて、神戸市会では、令和6年度の予算（案）を審議する2月議会
が開会されています。長引く物価高騰や気候変動による自然災害の増
加、全国的な少子高齢化に伴う人口の自然減の加速など、問題課題は
山積していますが、神戸をさらに高みに押し上げていくために、日頃
皆様からいただいているご意見ご要望を本会議や委員会においてしっ
かり意見反映して参ります。

❶一般会計
　○ SDGsの視点に基づき「神戸2025ビジョン」に掲げる施策を取

り組むことで、くらしの質と都市の価値を高めるとともに、果
敢な成長戦略により、都市の成長を促す好循環を創出していく
ことで、未来を見据えた持続可能な大都市経営を実現していく
ための予算を編成した。

❷特別会計
　○ 超高齢社会の進展に伴い後期高齢者医療事業費が増加した一方

で、市営住宅マネジメント計画の事業進捗に伴い市営住宅事業
費が減少した。

❸企業会計
　○ 企業債償還の減等により下⽔道事業会計が減少した一方で、新

産業団地の整備等により新都市整備事業会計が、空港整備事業
費への貸付⾦の増により港湾事業会計が、それぞれ増加した。

教育委員会教育委員会
○不登校児童生徒への支援 【5億4,600万円】
 　全小中学校において、教室以外の居場所である「校内サポートルー
ム」を整備し、※支援員を配置（※週５日×４H）
参考：令和４年３月時点（不登校児童生徒）… 小学校1,502人   
 中学校2,602人
○教員の多忙化対策
・スクールサポートスタッフの全校配置
　 　教員が教材研究等の本来業務に注力できるよう、学校現場におい

て業務補助を行うスクールサポートスタッフをすべての小学校・
中学校・義務教育学校・特別支援学校に拡充配置する。

　※勤務時間は８時～ 11時
　令和５年度：160校➡令和６年度：250校

　・学校給食費の公会計化による事務の一元化・集約化
　　（Ｒ６年度：小学校・特別支援学校等の給食費を公会計化）
　　※中学校は全員喫食制への移行時に順次公会計化（Ｒ６～８年度）
　・小学校35人学級編成の段階的実施
　　〈小学校学級編成基準〉

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
令和５年度 35人 35人 35人 35人 40人 40人
令和６年度 35人 35人 35人 35人 35人 40人
令和７年度 35人 35人 35人 35人 35人 35人

予算（案）の一部を紹介します

■予算の規模 （単位：百万円，％）

会 計 別 令和６年度 令和５年度
増 △ 減

伸　率

一 般 会 計 905,694 879,398 26,296 3.0

特 別 会 計 671,100 680,250 △9,150 △1.3

企 業 会 計 350,195 328,418 21,777 6.6

合 計 1,926,989 1,888,066 38,923 2.1

令和６年度予算の概要



文化スポーツ局・建設局文化スポーツ局・建設局
○神戸市内の公園に「バスケットゴール」を50カ所追加設置等
　【1億9,000万円】
　神戸市が神戸ストークスの本拠地移転
に合わせて、バスケットボールの振興を
図るため、バスケットゴールがある公園
を倍増します。
整備計画
現在バスケットゴールがある公園50カ所
整備目標（概ね3年）約50カ所

（合計100カ所に倍増）
○神戸2024世界パラ陸上競技選手権大会の開催【18億9,300万円】
・ 会場・競技運営、選手・大会関係者の受入れ、体験型授業・交流

活動の推進の実施
・競技日程：R6.5.17（⾦）～25（土）
・競技会場：神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

令和６年能登半島地震の被災支援令和６年能登半島地震の被災支援
【1億500万円（うち５年度２月補正 9,500万円）】
・ 被災地への職員派遣等の実施（避難所支援、給⽔、

健康支援、公共施設復旧等）
・被災者に向けた市営住宅の無償提供（50戸程度）
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　約２年前からリニューアルのため閉鎖していた
（仮称）三井アウトレットパークマリンピア神戸が今
年の秋頃にリニューアルオープンする予定です。多く
の来場者が見込まれますが、特に車の渋滞等の問題が
懸念されます。来店・帰宅経路を工夫しながらできる
だけ渋滞が発生しないように努めているところです。

（仮称）三井アウトレットパークマリンピア神戸（今年秋頃・リニューアルオープン）

こうべ未来市会議員団ニュース

こども家庭局こども家庭局
○高校生等通学定期券補助の拡充【12.3億円】
　➡令和６年度（９月２学期～）　※通年実施の場合【20億円】
　子育て世帯の家計負担減と本市の多様な教育環境を維持していく
ため、神戸市在住の高校生等が市内高校等に通う場合の通学定期代
を令和６年９月より無料化する。

通学先 ～令和６年８月 令和６年９月～
市内 現行通り 全額補助
市外 現行通り

※現行：年額14万4千円を超える通学定期代の２分の１を補助

○こべっこウェルカム定期便  【2億1千万円】
　子どもが生まれた世帯を対象に、新たに、月に１回おむつやミル
ク等の育児用品を配達し、配達に合わせて声掛けや支援情報の提供
等を含めた見守りを行う。
※ 令和６年秋以降に、計10回配達（１回目は１万円

相当、２～ 10回目は3,000円相当）
※令和６年４月以降に生まれた子どもが対象



Ｖｏｌ.３５

★　毎月末　市政報告会を開催しています。
　　電話・メール等でご予約いただき、ぜひご参加ください。　

討議資料

いさやま大介事務所　〒657-0816　神戸市灘区国玉通 2-2-8　まどかビル２階東

 TEL：070-1930-2368　FAX：078-271-3707  mail:info@isayama-daisuke.jp

　

市政を身近に令和６年２月　予算特別委員会令和６年２月　予算議会代表質疑

議 会 風 景

　

☑　神戸市の令和４年の死亡者数は 18,369 人で元年より 2,000 人以上増加。

☑　葬祭を行うものがいないため、 代わりに本市が火葬を行った件数は、

　平成 30 年度の 442 件から令和４年度には 595 件と大きく増加している。

☑　身寄りがない人が残した遺留金の取扱いを含め、 多死社会へ対応はどうか。

☑　無縁遺骨を減らす施策 「エンディングプラン ・サポート事業」 の狙いは。

予算議会

質疑のポイント

鵯越合葬墓に加えて、 一定期間たてば合葬墓に移行する 「期限付き墓地」 を新たに整備をする。

また、 自然回帰志向にも応える形で山林を墓標とする 「樹林地墓地」 の整備で対応する。

多  死社会への対応（終活支援の導入など）は？ くらし

教員の両親から生まれる。
神戸大学発達科学部を卒業。
中学から大学までは水泳部のキャプテン。（現在、神戸市水泳協会副会長）
灘区の松蔭中学と神戸海星中高等学校で１８年間教員を勤める（理科と化学 )。
地元少年野球部の元コーチ、地域こども水泳教室の現コーチ。

2015 年、19 年、23 年神戸市会選挙連続当選、現在３期目。
経済港湾委員会所属（2024 年４月現在）
議会活動のかたわら、駅頭活動と週末の地域周りを現在も欠かさず継続中
教員経験を活かし教員の多忙化対策等、教育全般の環境改善に全力活動中。

こうべ未来市会議員団発
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身寄りのない方が亡くなり残した遺留金の取扱いについては、

神戸市は既に条例もつくって対応しているが、 国の制度が追いついていない。

国への制度要望を含めて検討を深めていきたい。

頼れる身寄りのいない低所得の高齢者の方が、 自身の葬儀や納骨について、 生前時にあらかじめ

契約をする、 これを行政が手続を支援するのが 「エンディングプラン ・ サポート事業」 である。

この制度の実施により、 家族の有無などにかかわらず、 葬られる機会を提供することで、

御自身の葬儀や納骨について市民の不安解消を図っていきたい。

■ 令和 6 年度各会計予算について

令和 6 年度各会計予算及び関連議案合計 53 件を、 要望 12 件を付して承認しました。

◯「海軍操練所跡」発掘現場を視察しました！！

中央区新港町に拡がる東西約 250m、 南北約 200m の広さの当遺跡は

絵図などの資料により、 元治元 (1864) 年に江戸幕府によって

設置された海軍操練所の跡地と推測されています。

神戸開港以前の遺構がはじめて発見されました。

また、 神戸港 160 年の歴史的変遷を物語る遺構の発見、 考古学の手法で

神戸港発展の歴史的経過を検証した点での成果とされています。

保存と活用等、 注視していきます。

・ 教職員の職場環境の改善については、 民間企業や外部コンサルタント等の視点も入れ、

 早急に改善されたい。

・ 今後公園設備の改修の際には、 インクルーシブ公園を増やされたい。

・ 高経年マンションの安全対策において、 外観調査 ・ 対策などを強化されたい。

・ 市バスの運賃改定を実施するにあたり、 収支改善の観点だけでなく、

 バス待ち環境改善など、 さらなるサービスの拡充に努められたい。

〇こうべ未来市会議員団、 他の議員による質疑テーマ （一部）

1.  行政手続のスマート化 （よこはた議員）

２． 高校生等の通学定期券補助 （伊藤議員）

３． 教職員の人材不足への対応 （やの議員）

４．　障がい者向けグループホームの整備 （かじ議員）

５． 交通事故軽減に向けたカラー横断歩道の導入 （木戸議員）

６． ごみの減量化 （木戸議員）

７． 地域団体の高齢化に伴う対応 （川内議員）



 防災、減災対策を進めます！

経済・港湾

市政を身近に　令和 6 年度 第１回定例議会、予算特別委員会にて質疑しました！

文 化・スポーツの可能性を信じて！！ 経 済の活性化を目指して！！文化・スポーツ・観光・福祉

◯『神戸ポートタワー』リニューアルオープン！！

　本年４月のリニューアルオープンを大きな契機ととらえ、

　近接する中突堤周辺地区の再整備の進捗と今後の展望に

　関連した賑わいづくりの取り組みについて、 質疑しました。

　また、 新港第２突堤で開業する 「ジーライオン ・ アリーナ ・ 神戸」

　の建設に併せて、 公共緑地や賑わい施設の整備が行われます。

　突発的に自然災害が発生したときの来場客の避難誘導も含め、

　防災対策をどのように講じる予定であるのか、 質疑しました。

◯『神戸ルミナリエ』に 230 万人！！

　4 年ぶりの本格開催であり、 地域経済への波及効果を検証するために、

　売上高への貢献、 人流増減の客観的 ・定量的な検証も必要ではないか。

　また、 近隣の飲食店等に立ち寄ってもらう仕掛けとして、 有料エリアの

　入場者などに配布する QR コード付きカードの効果について、 質疑しました。

　今回の課題が活かされるよう、 頑張っていきます。

◯若手・女性が活躍する商店街！！

　高齢化や担い手不足が進む商店街の活性化には、 若手や女性が商店街で活躍できる施策を

　進めていく必要があると考えます。 若手 ・女性向けに商店街等への出店支援制度についての

　実績と、 制度の拡充や柔軟な見直しを検討するよう、 質疑しました。

◯可能性広がるスタートアップ施策！！

　①グローバルを意識したスタートアップの支援

　②地元の産官学金からなるコンソーシアムを活用した神戸ならでは

　の成長 ・ ロールモデルの創出　③市内の中小企業との連携を

　図っていくという答弁が、 秋の 「決算特別委員会」 でありました。

　Microsoft のラボ （右写真） が神戸商工貿易センターに開設

　されるなの変化を踏まえ、 スタートアップ施策の重点分野として取り組みを、 質疑しました。

◯『神戸 2024 世界パラ陸上競技選手権大会が５月に開催！！

☑　2021 年９月に開催予定であったが、 コロナ禍による二度の延期を経て、

　いよいよ、 今年５月に開催を迎える。

☑　円滑な大会運営や大会を通じた障がい ・多様性への理解の促進、

　神戸の魅力の世界への発信に向け、 準備は仕上がっているか。

☑　171 の種目におよそ 1,300 人の選手が参加する。　アスリートが力を

　十分に発揮できる最高の舞台となるための取り組みは。

予算議会

質疑のポイント

大会を契機に、 次世代を担う子供たちの障がいや多様性への理解を促進するために、

１００を超える学校の観戦会を実施を予定している。

マスコミ関係者に対しては、 神戸の食を味わいまちを巡るメディアツアーを開催し、

メディアセンターでは、 神戸観光のＰＲの動画を放映するなど、 神戸の魅力を世界に紹介する。

また、 競技を盛り上げるためのＤＪによる実況アナウンスなど、 高揚感を得られる演出も考えていく。

今年の夏に開催される 「パリ ・ パラリンピック」 の最終選考会

を兼ねている。 円滑な大会運営については、 客室のタイプや

バリアフリーの対応、 宗教や食の多様性にも配慮した食事の

メニューなどを準備している。 各国選手団の輸送手段として

車椅子利用者のアクセシビリティーにも配慮し、 大型リフトバス、

ノンステップバス、 福祉車両など、 多様な車両を確保している。

◯震災から 30 年を迎える神戸ならではの文化芸術面での発信を！！

令和６年度予算では、 震災 30 年関連事業がいくつも計上されています。

震災後数週間が経った頃から、 ボランティアによる避難所での慰問活動が自然発生的に始まり、

自衛隊音楽隊の慰問演奏受け入れなどに文化振興財団が関与していくようになりました。

不条理な災害を受けた後、 衣食住を満たす最低限度の避難生活が続く中で不満 ・不安 ・絶望が

募る中、 音楽や身体表現、 美術など、 復旧 ・復興とは無縁と思われていた文化芸術活動が、

人々の心に癒しと未来への光明を示しました。

阪神淡路大震災から 30 年目を迎える節目の年にあたり、 震災復興に文化芸術が果たした役割を

どう評価し、 どういう形で発信してくのか、 質疑しました。
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